
地

球

冷
日
放
姻
滑
水
愁
｡

準
清
常
樹
不
膝
秋
O
電
装

f
曲

千
円
錦
｡
日
義
梨
園
弟
子
薪
.

但
だ
曲
の
詠
史
懐
古
の
作
も
'
大
抵
は
様
に
伐
つ
士
朗

蔑
む
圭
-
を
免
れ
ず
.
元
明
暗
の
諸
家
の
琴

曲
の
廃

の
作
を
見
る
こ
ビ
殆
で
放
塵
に
撃

の
ら
ざ
れ
で

､
復
た

樺
に
出
色
の
も
の
如
き
を
如
何
ん
せ
ん
.
却
て

王
姓
に

叉
た
華
清
宵
だ
願
す
る
絶
句
あ
-
､
云
ふ

酒
慢
高
楼

JT
富
家
｡
宮
前
楊
柳
寺

前

花
｡

内
園
分
二

碍
渦
湯
水
rT'
二
月
中
旬
巳
進
瓜
J

.･J,
｡
藤
藤
拙
堂
は
曲
の
詩
を
絶
句
葡
選
に
収
め
で

嘉

民
党
人
骨
声

予
云
J
茸
竿

上
州
伊
香
脱
兎

?

見

二
瓜
熟
議

レ
之
｡
土

人
謂
下
引
二
温
泉

鹿

無

知

ま
建

詐
不
γ
萎
.L
言

云

へ
る
が
'
以
て
彼
我
視
点
地
の
風
俗

節
二
番

節

山

野

二
三

蔓

芝

の
和
似
た
る
あ
る
を
謹
す

べ
-
p

普
通
の
詠
史
懐
首
の

凡
作
を
讃
む
よ
-
ほ
戯
味
苗
侶
せ
-
.

願
Å

に
駈
山
の
孤
鬼
に
闘
す
る
文
轡
､
大
抵
上
に
述

ぶ
る
所
に
基
-
｡
著
し
叢
に
之
を
詞
曲
小
説
の
新
に
求

め
ば
.
或
は
衛
は
意
外
の
牧
撃

の
る
や
を
促
し
斯
き
も

予
は
住
に
長
生
殿
樽
奇
の
外
に
は
知
る
研
な
し
.
即
ち

長
生
脇
侍
奇
に
窺
洛
ビ
題
す
る

Z
轡

の
-
､
真

等

楊

黄
東
だ
が
舶
擁
し
て
健
山
の
温
泉
に
入
洛
せ
し
桝
を
,

倖
側
の
官
女
が
解
か
に
院
見
す
る
場
所
な
-
｡
其
の
入

碑
の
妙
肇
は

〓
尚
能
-
人
を
し
て
伐
惚
魂
鎗
せ
し
む
｡

蓋
し
駈
山
の
温
泉
に
関
す
る
文
寧
ビ
し
て
､
苧

b
濃
艶

の
鯖
趣
に
富
め
る
も
の
,ど
す
｡

臨

滝

聾

活

宵

温

泉

作
六
首

比
布
捷
鵜
晩
白
棒
｡

山
下
亭
園
秋
柳
黄
｡

碧
障
嵯
峨
滑
水
渚
｡

来
向
河
南
節

l
程
o

馳
山
秋
色
娩
蒼
把
｡

饗
通
商
両
室
中
央
｡

千
円
想
像
盈
丁華
春
.

仙似
風
紐
月
入
華
括
り

降
軍
機
罷
陣
後
膝
O

玉
驚
金
雁
暮
藤
並
｡

チ
今
山
下
況
泉
滑

`

勝
連

敗
山薬
部
州
々
継
甘｡

鈴

木

豹

軒

先
訪
玉
章
供
奉
傷
.

混
是
庸
朝
薯
妃
温
.

不
洗
先
腹
洗
旗
塵
C

仙阿
似
惨的
紙叩
私
班
岬邸
｡



殿
地
荒
涼
滑
水
兼
0

分
明
捕
色
接
新
豊
J

開
天
蒐
軍
備
誰
語
｡

不
遇
津
陽
門
北
粛
o

清
后
行
宮
薯
蔀
荒
o

骨
経
常
既
倍
新
肱
o

只
今
田
光
司
門
鮪
｡

手
鼻
書
簡
洛
御
勘
｡

別

府

温

泉

温
泉
通
が
口
を
開
け
ば
別
府
は
九
州
の
舗
枚
だ
E

r,

ふ
が
'
其
所
在
の
地
理
的
関
係
か
ら
い
へ
ば
'
九
州
の

緒
紋
は
寧
ろ
島
原
の
雲
仙
温
泉
か
又
は
阿
蘇
か
霧
島
の

温
泉
を
以
t.J
之
に
常
つ
べ
き
で
あ
っ
て
､
別
雁
は
恰
か

も
軸
面
に
似
た
鹿
で
あ
る
､
併
し
熱
海
は
境
域
小
陰
で

到
底
別
府
の
蕊
勝
雄
大
に
及
ば
な
い
､
阪
帥
地
力
か
ら

下
之
佃
ま
で
急
行
列
革
を
利
用
す
れ
ば
約
十
八
時
間
で

連
す
る
事
が
出
水
､
汽
船
を
利
用
す
れ
ば
､
行
-
行
-

瀬
戸
内
面
の
望

爪
を
賞
翫

し
っ
ゝ
完

箱

で
別
府
に
行

-
串
が
出
凍
る
O

箱
根
､
熱
海
軌
光
の
外
客
や
京
洛
を
初
め
闇
兼
地
方

の
客
が
多
-
p
別
府
は
阪
神
地
方
よ
-
四
囲
､
中
閣
'

別

府

甑

泉

石

川

成

聾

九
洲
の
客
が
多
い
､
近
年
水
陸
の
健
を
利
用
し
て
苗
p

鮮
地
方
よ
-
の
洛
客
が
年
々
著
し
-
将
加
す
る
の
み
な

ら霊
弧
備
の
改
善
に
件
ふ
て
外
人
の
雑
溶
着
も
追
々
増

加
す
る
状
況
で
あ
る
.

昨
年
の
大
震
登

別
か
ら
我
邦
の
商
業
経
蹄
カ
の
中
心

紘
,
京
洛
地
方
か
ら
阪
神
地
力
に
移
-
つ
ゝ
あ
つ
た
が

震
災
後
は
､
愈
々

阪
神
地
方
の
経
折
カ
が
優
越
の
地
歩

を
占
め
雪

従
て
別
雁
挽
泉
の
繁
盛
は
箱
晩
熟
海
を
凌

駕
す
る
事
ビ
弟
っ
た
｡

貝

原
益

軒
象

の

農
園
紀
行
に
よ
れ
ば
､
今
よ
土

石

三
十
年
前
守

完
,
統
七
年
､
貝
原
鈴
の
豊
後
に
遊
ん
だ

頃
は
'
別
府
の
民
家
は
機
に
育
軒
計
-
で
あ
っ
た
様
子

三三

二

二

T
ニ


